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特別損失の計上及び平成 21 年 2 月期 業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年 3月 28 日に公表した中間期および通期業績予想を下記のと

おり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の計上 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当中間期において減損処理を行い、減損損失 158 百

万円及び退店に伴う損失 105 百万円、固定資産除却損 15 百万円の計 279 百万円を特別損失に計上す

る見込みです。 

 

 

２．平成 21 年 2月期 中間期業績予想数値の修正（平成 20 年 2月 21 日～平成 20 年 8月 20 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

（平成 20 年 3月 28 日発表） 
10,330 350 380 135 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 9,265 17 49 △610 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,064 △332 △330 △745 

増 減 率（％） △10.3 △95.1 △87.0 － 

前期実績（平成 20 年 2月期中間期） 10,786 407 442 △67 

 

 

３．平成 21 年 2月期 通期業績予想数値の修正（平成 20 年 2月 21 日～平成 21 年 2月 20 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

（平成 20 年 3月 28 日発表） 
20,700 650 700 300 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 18,650 △80 △30 △750 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △2,050 △730 △730 △1,050 

増 減 率（％） △9.9 － － － 

前期実績（平成 20 年 2月期通期） 21,633 825 893 138 



 

４．修正の理由 

①当中間期の売上高については、原油・原材料価格の高騰による食料品や生活必需品の価格上昇の

影響を受けて個人消費が冷え込んだことにより、既存店の売上前年比が第 1 四半期 85.0％、第 2

四半期 90.6％、当中間期 87.9％と一段と厳しさを増し、前回発表に対して 1,064 百万円減の 9,265

百万円の見通しとなりました。 

  また、販売費及び一般管理費は計画を下回りましたが、売上の減収分を補うには至らず、営業

利益については、前回発表に対して 332 百万円減の 17 百万円、経常利益については、前回発表に

対して 330 百万円減の 49 百万円の見通しとなりました。 

  なお、中間期の業績予想の修正に伴い、下半期におきましても売上高の確保が一段と厳しさを

増すことを予想し、通期業績予想を売上高 18,650 百万円、営業損失 80 百万円、経常損失 30 百万

円に修正いたします。 

 

②当期純利益については、特別損失として「固定資産に係る会計基準」に基づき減損処理を行い、

減損損失 158 百万円及び退店に伴う損失 105 百万円、固定資産除却損 15 百万円の計 279 百万円、

また繰延税金資産の資産性の見直しによる影響額を中間期及び通期の予想に織り込んでおります。 

  

 

５．配当予想について 

    当期におきましては、上記の通り、前回発表の業績予想を下回る見込みでありますが、平成 20

年 3月 28 日に公表しております配当予想に変更はございません。 

 

 
 

（注）上記の業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものでありま

す。予想には様々な不確定要素が内在しており、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合があり

ます。 

 

 

以上 


